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令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 応用英語Ⅰ ２ ２年 
FACTBOOK  

English Grammar Advanced 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年次既習の文法事項・構文を復習・定着させ、英語で理解・表現するより発展的な力を養います。１

年次と同様に例文等の文法項目を確実に覚え、英語のパターンをたくさんインプット並びにアウトプ

ットして、使える英語表現を増やしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・ナチュラルスピー
ドで話される英文
の内容をおおよそ
理解することがで
きる。 

・学校生活や身近な
ことや興味のある
ことに関する英文
を聞いて、おおよそ
内容を理解できる。 

・学習した語句を聞
いて、おおよそ内容
を理解することが
できる。 

・教科書の文を正確
な発音アクセント
で音読することが
できる。 

・教科書の本文につ
いて、パラグラフ内
の要点や内容のつ
ながりを理解する
ことができる。 

・説明、評論、物語
などを、要点を押さ
えながら読むこと
ができる。 

・図や表から情報を
得ることができる。 

・与えられた内容に
ついて、キーワード
をつないで相手に
伝わるようにわか
りやすくまとめて
話すことができる。 

・英語の音声的な特
徴や、内容の展開な
どに注意しながら
話すことができる。 

・より高度な内容の
英語を聞いたり読
んだりしたこと、学
んだことや経験し
たことについて、そ
の概要や自分の考
えを簡潔に話すこ
とができ、その理由
も表現できる。 

・身近なトピックに
ついて、理由ととも
に自分の意見を簡
単に話すことがで
きる。 

・情報や考えについ
て、簡単な英文を書
くことができる。 

・身近なことや興味
のあることについ
て、辞書を使ってま
とまりのある文章
を書くことができ
る。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

外国語の音声や語彙、表現文法、言
語の働きなどについて理解を深め
ているかどうか、その知識を適切に
活用できる技能を身に付けている
かどうかを的確に評価できる方法
で実施。 

目的や場面、状況などに応じて、日
常的な話題や社会的な話題につい
て、外国語で表現できるか。また情
報や考えなどの概要や要点、詳細、
話し手や書き手の意図などを理解
したうえで、表現しているかどうか
を的確に評価できる方法で実施。 

外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、利き手、読み手、話し
手、書き手に配慮しながら、主体的、
自律的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとしているか
どうかを的確に評価できる方法で
実施。 
 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

第１～３章 

文型 

 

第４～５章 

時制 

 

第６～７章 

完了形 

聞くこと 

 

a: モデル文等について聞き、内容を理解している。 

b: モデル文等に関する英文や発音の関する語句を聞き、正し

く理解している。パートナーが言ったことを正しく理解し

ている。 

c: 積極的に教材やパートナーの発話を理解しようとしてい
る。 

授業中の活動等 

読むこと 

a: 時を表す表現・完了形の意味や働きの理解を基に、例文を

読んで、概要を読み取る力を身に付けている。 

b: 時を表す表現・完了形の意味や働きの理解を基に、書かれ

た例文の要点を捉えている。 

c: 時を表す表現・完了形の意味や働きを理解しようとしてい
る。 

定期考査 

(ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ) 

話すこと 

(やりとり) 

a: 時を表す表現・完了形など学んだ文法や知識を用いて話す

技能を身に付けている。 

b: モデル例文を英語らしい発音で発話できている。自分のこ

とや与えられた課題について話すことができている。 

c: モデル会話に関心を持ち、聞いて、発話しようとしている。
積極的にコミュニケーションを図ろうとしている。 

授業中の活動等 

書くこと 

a: 時を表す表現・完了形について理解し、それを応用して表

現する技能を身につけている。 

b: 学んだ文法を応用して、文章を書くことができる。自分の

ことや与えられた課題について、つなぎの言葉やパラグラ

フの構成に基づいて高度な文章を書くことができる。 

c: 間違いを恐れずに、学んだ文法や文章の書き方を応用し
て、積極的に表現しようとしている。 

定期考査 

(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ) 

ライティング課題 

 

 

中間考査 

 

 

第 8～10 章 

助動詞 

 

第 11～12 章 

受動態 

 

第 13～15 章 

不定詞 

聞くこと 

 

a: モデル文等について聞き、内容を理解している。 

b: モデル文等に関する英文や発音の関する語句を聞き、正し

く理解している。パートナーが言ったことを正しく理解し

ている。 

c: 積極的に教材やパートナーの発話を理解しようとしてい
る。 

授業中の活動等 

読むこと 

a: 助動詞・受動態・不定詞の意味や働きの理解を基に、例文

を読んで、概要を読み取る力を身に付けている。 

b: 助動詞・受動態・不定詞の意味や働きの理解を基に、書か

れた例文の要点を捉えている。 

c: 助動詞・受動態・不定詞の意味や働きを理解しようとして
いる。 

定期考査 

(ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ) 

話すこと 

(やりとり) 

a: 助動詞・受動態・不定詞など学んだ文法や知識を用いて話

す技能を身に付けている。 

b: モデル例文を英語らしい発音で発話できている。自分のこ

とや与えられた課題について話すことができている。 

c: モデル会話に関心を持ち、聞いて、発話しようとしている。
積極的にコミュニケーションを図ろうとしている。 

授業中の活動等 

書くこと 

a: 助動詞・受動態・不定詞について理解し、それを応用して

表現する技能を身につけている。 

b: 学んだ文法を応用して、文章を書くことができる。自分の

ことや与えられた課題について、つなぎの言葉やパラグラ

フの構成に基づいて高度な文章を書くことができる。 

c: 間違いを恐れずに、学んだ文法や文章の書き方を応用し
て、積極的に表現しようとしている。 

定期考査 

(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ) 

ライティング課題 

 

期末考査 
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２ 

第 16～17 章 

動名詞 

 

第 18～19 章 

分詞 

 

第 20～22 章 

比較 

聞くこと 

 

a: モデル文等について聞き、内容を理解している。 

b: モデル文等に関する英文や発音の関する語句を聞き、正し

く理解している。パートナーが言ったことを正しく理解し

ている。 

c: 積極的に教材やパートナーの発話を理解しようとしてい
る。 

授業中の活動等 

読むこと 

a: 動名詞・分詞・比較の意味や働きの理解を基に、例文を読

んで、概要を読み取る力を身に付けている。 

b: 動名詞・分詞・比較の意味や働きの理解を基に、書かれた

例文の要点を捉えている。 

c: 動名詞・分詞・比較の意味や働きを理解しようとしている。 

定期考査 

(ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ) 

話すこと 

(発表) 

a: 動名詞・分詞・比較など学んだ文法や知識を用いて話す技

能を身に付けている。 

b: 自分のことや与えられた課題について話すことができてい

る。 

c: 与えられた課題に関心を持ち主体的に、発話しようとして
いる。 

授業中の 
パフォーマンス

テスト 

書くこと 

a: 動名詞・分詞・比較について理解し、それを応用して表現

する技能を身につけている。 

b: 学んだ文法を応用して、文章を書くことができる。自分の

ことや与えられた課題について、つなぎの言葉やパラグラ

フの構成に基づいて高度な文章を書くことができる。 

c: 間違いを恐れずに、学んだ文法や文章の書き方を応用し
て、積極的に表現しようとしている。 

定期考査 

(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ) 

ライティング課題 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

第 23～25 章 

関係詞 

 

第 26～27 章 

パッケージ

表現として

の節 

 

第 28～29 章 

仮定法 

聞くこと 

 

a: モデル文等について聞き、内容を理解している。 

b: モデル文等に関する英文や発音の関する語句を聞き、正し

く理解している。パートナーが言ったことを正しく理解し

ている。 

c: 積極的に教材やパートナーの発話を理解しようとしてい
る。 

授業中の活動等 

読むこと 

a: 関係詞・節・仮定法の意味や働きの理解を基に、例文を読

んで、概要を読み取る力を身に付けている。 

b: 関係詞・節・仮定法の意味や働きの理解を基に、書かれた

例文の要点を捉えている。 

c: 関係詞・節・仮定法の意味や働きを理解しようとしている。 

定期考査 

(ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ) 

話すこと 

(やりとり) 

a: 関係詞・節・仮定法など学んだ文法や知識を用いて話す技

能を身に付けている。 

b: モデル例文を英語らしい発音で発話できている。自分のこ

とや与えられた課題について話すことができている。 

c: モデル会話に関心を持ち、聞いて、発話しようとしている。
積極的にコミュニケーションを図ろうとしている。 

授業中の活動等 

書くこと 

a: 関係詞・節・仮定法について理解し、それを応用して表現

する技能を身につけている。 

b: 学んだ文法を応用して、文章を書くことができる。自分の

ことや与えられた課題について、つなぎの言葉やパラグラ

フの構成に基づいて高度な文章を書くことができる。 

c: 間違いを恐れずに、学んだ文法や文章の書き方を応用し
て、積極的に表現しようとしている。 

定期考査 

(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ) 

ライティング課題 

 

 

 

期末考査 

 

 

 



※令和４年度以降入学生用 

３ 

第 30～31 章 

否定 

 

第 32 章 

疑問詞・ 

疑問文 

 

Option 

さまざまな

表現・話法

等 

聞くこと 

 

a: モデル文等について聞き、内容を理解している。 

b: モデル文等に関する英文や発音の関する語句を聞き、正し

く理解している。パートナーが言ったことを正しく理解し

ている。 

c: 積極的に教材やパートナーの発話を理解しようとしてい
る。 

授業中の活動等 

読むこと 

a: 否定・疑問文・話法・さまざまな表現の意味や働きの理解

を基に、例文を読んで、概要を読み取る力を身に付けてい

る。 

b: 否定・疑問文・話法・さまざまな表現の意味や働きの理解

を基に、書かれた例文の要点を捉えている。 

c: 否定・疑問文・話法・さまざまな表現の意味や働きを理解
しようとしている。 

定期考査 

(ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ) 

話すこと 

(発表) 

a: 否定・疑問文・話法・さまざまな表現など学んだ文法や知

識を用いて話す技能を身に付けている。 

b: 自分のことや与えられた課題について話すことができてい

る。 

c: 与えられた課題に関心を持ち主体的に、発話しようとして
いる。 

授業中の 
パフォーマンス

テスト 

書くこと 

a: 否定・疑問文・話法・さまざまな表現について理解し、そ

れを応用して表現する技能を身につけている。 

b: 学んだ文法を応用して、文章を書くことができる。自分の

ことや与えられた課題について、つなぎの言葉やパラグラ

フの構成に基づいて高度な文章を書くことができる。 

c: 間違いを恐れずに、学んだ文法や文章の書き方を応用し
て、積極的に表現しようとしている。 

定期考査 

(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ) 

ライティング課題 

 

 

 

学年末考査 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


